
 

 

１. 気象経過 

 ６月第１半旬～第３半旬までは高温・多照となり，第４半旬～第 6 半旬までは気

温・日照時間は概ね平年並みでした。7 月第 1 半旬～第 2 半旬は最高気温はやや低

めで最低気温は平年並み～やや高め，日照時間は少なく，降水量は多めとなりました。 

 
図１ ５～７月の気象（古川アメダス）  
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２. 生育概況（７月９日現在） 

 生育は順調に進んでおり，草丈・茎数・葉数は概ね平年並となりました。葉色は平

年よりも淡いほ場もあるが概ね平年並み～やや濃くなりました。幼穂長が 1.0mm 以

上確認された地点は６地点あり，中生品種は幼穂形成始期に達しています。 

 
表１ 生育調査結果 

※平年比・差は前５か年（平成 2８年～令和２年）の平均値との比較 

  

３. 出穂予想 出穂期は 8/１頃の見込み 

今後の天候が平年並みであると仮定すると，中生品種の出穂期は８月１日頃（平年

より 1 日早い）の見込みです。 

 今後の天候により，生育ステージが予測値から変動することがありますので，ほ場

の幼穂長を確認し，随時生育ステージを把握することに努めましょう。 
 

表２ 生育ステージの予測 

 
※1 ７/１２まで古川アメダスデータ実測値を使用，７/１３以降はアメダス平年値を使用。 

※2 対象品種は「ひとめぼれ」「ササニシキ」  

草丈(cm) 茎数(本／㎡) 葉数(枚) 葉色(SPAD) 幼穂長(mm)

( 平年比 ) ( 平年比 ) ( 平年差 ) ( 平年差 )
幼穂形成始期

（）内は平年差

5月2日 67.3 547.0 10.6 42.4 3.6

(3日早い) ( 106% ) ( 100% ) ( -0.1 ) ( +1.3 ) 7/1

5月16日 61.8 550.9 11.1 42.5 1.5

(1日早い) ( 104% ) ( 100% ) ( +0.5 ) ( -1.2 ) 7/8 ３日早い

5月10日 60.8 462.3 10.1 45.4 0.2

(1日遅い) ( 94% ) ( 72% ) ( -1.1 ) ( +4.9 ) (-0.9mm)

5月3日 61.3 590.7 10.7 40.7 0 前年比・差

(1日遅い) ( 96% ) ( 103% ) ( +0.2 ) ( -1.9 )

5月16日 69.7 521.2 11.2 43.5 1.1 前年比・差

(13日遅い) ( 108% ) ( 137% ) ( -0.2 ) ( +5.5 ) 7/9 ２日遅い

5月10日 63 573.3 11.4 38.1 1.4 前年比・差

(3日遅い) ( 97% ) ( 102% ) ( -0.7 ) ( +3.2 ) 7/9 ４日早い

5月14日 62.5 597.0 10.9 34.9 1.0

(平年並み) ( 104% ) ( 110% ) ( +0.3 ) ( -4.0 ) 7/9 １日早い

5月22日 52.6 322.9 9.5 45.4 1.7 前年比・差

(2日早い) ( 104% ) ( 101% ) ( +0.1 ) ( +0.9 ) 7/8 ４日早い

5月16日 57.5 511.5 10.8 32.4 0.1

(2日早い) ( 100% ) ( 93% ) ( -0.1 ) ( -5.1 ) (+0.02mm)

5月3日 53.8 492 10.0 41.7 0

(4日早い) ( 104% ) ( 86% ) ( +0.7 ) ( +1.6 )

61.4 528 10.6 39.5 - -

( 101% ) ( 95% ) ( -0.4 ) ( -0.8 ) -

品種名 地区名 田植･播種月日
備考

幼穂形成始期

ひとめぼれ 大崎市三本木
7日早い

ひとめぼれ 加美町小野田

ササニシキ 大崎市古川

つや姫 色麻町四竃

だて正夢 大崎市三本木

金のいぶき 大崎市三本木

まなむすめ 加美町宮崎

県平均（ひとめぼれ　24ほ場）

ゆきむすび 大崎市鳴子温泉

みやこがねもち 大崎市岩出山

ひとめぼれ
（湛水直播）

加美町米泉

田植始期 田植盛期 田植終期

田植月日 5月4日 5月11日 5月21日
幼穂形成始期 6月30日 7月5日 7月12日
減数分裂期 7月14日 7月17日 7月23日
出穂期 7月29日 8月1日 8月7日



４. 今後の管理 

１） 追肥 追肥は生育量を判断して施用 

 生育量が不足している（葉色が淡い，茎数不足等）場合には，追肥が必要です

が，過剰な追肥は倒伏や病害虫の誘発へとつながります。追肥をする際は，生育

量（葉色の濃さ，倒伏診断指標等）を判断して行いましょう。 
表３ 「ひとめぼれ」「ササニシキ」の倒伏診断指標 

 
※ 倒伏診断指標は，「草丈×㎡当たり茎数×葉緑素計値÷100,000」により算出。 

 

２） 水管理 幼穂の発育には水の吸収が不可欠 

 幼穂形成期に達したほ場は間断かん水を行いましょう。特に，減数分裂期～出穂

期前後は水の吸収量が最も多い時期となります。この時期に水分が不足した場合，

幼穂の発育や開花受精が妨げられる恐れがあります。そのため，低温時を除いて

十分に酸素と水を供給しましょう。 

 低温時（日平均気温 20℃以下が長期間続く，または最低気温 17℃以下）の際は

障害不稔が発生する恐れがありますので，深水管理としましょう。 

 
図２ 今後の水管理  

幼穂形成期(草丈×㎡茎数×葉色;１０5） 減数分裂期(草丈×㎡茎数×葉色;１０5）
茎数 草丈 葉緑素計値(SPAD502型) 茎数 草丈 葉緑素計値(SPAD502型)
(本/㎡) (cm) 38 40 42 44 46 48 (本/㎡) (cm) 34 36 38 40 42 44
600 50 11.4 12.0 12.6 13.2 13.8 14.4 550 60 11.2 11.9 12.5 13.2 13.9 14.5
600 55 12.5 13.2 13.9 14.5 15.2 15.8 550 65 12.2 12.9 13.6 14.3 15.0 15.7 倒　伏
600 60 13.7 14.4 15.1 15.8 16.6 17.3倒　伏 550 70 13.1 13.9 14.6 15.4 16.2 16.9 危険域
600 65 14.8 15.6 16.4 17.2 17.9 18.7危険域 550 75 14.0 14.9 15.7 16.5 17.3 18.2 Ⅰ
600 70 16.0 16.8 17.6 18.5 19.3 20.2 Ⅰ 550 80 15.0 15.8 16.7 17.6 18.5 19.4 Ⅱ
600 75 17.1 18.0 18.9 19.8 20.7 21.6 Ⅱ 550 85 15.9 16.8 17.8 18.7 19.6 20.6
600 80 18.2 19.2 20.2 21.1 22.1 23.0 Ⅲ 550 90 16.8 17.8 18.8 19.8 20.8 21.8 Ⅲ
700 50 13.3 14.0 14.7 15.4 16.1 16.8 600 60 12.2 13.0 13.7 14.4 15.1 15.8
700 55 14.6 15.4 16.2 16.9 17.7 18.5 600 65 13.3 14.0 14.8 15.6 16.4 17.2 Ⅰ
700 60 16.0 16.8 17.6 18.5 19.3 20.2 Ⅰ 600 70 14.3 15.1 16.0 16.8 17.6 18.5
700 65 17.3 18.2 19.1 20.0 20.9 21.8 Ⅱ 600 75 15.3 16.2 17.1 18.0 18.9 19.8 Ⅱ
700 70 18.6 19.6 20.6 21.6 22.5 23.5 600 80 16.3 17.3 18.2 19.2 20.2 21.1
700 75 20.0 21.0 22.1 23.1 24.2 25.2 Ⅲ 600 85 17.3 18.4 19.4 20.4 21.4 22.4 Ⅲ
700 80 21.3 22.4 23.5 24.6 25.8 26.9 600 90 18.4 19.4 20.5 21.6 22.7 23.8
800 50 15.2 16.0 16.8 17.6 18.4 19.2 Ⅰ 650 60 13.3 14.0 14.8 15.6 16.4 17.2 Ⅰ
800 55 16.7 17.6 18.5 19.4 20.2 21.1 Ⅱ 650 65 14.4 15.2 16.1 16.9 17.7 18.6
800 60 18.2 19.2 20.2 21.1 22.1 23.0 650 70 15.5 16.4 17.3 18.2 19.1 20.0 Ⅱ
800 65 19.8 20.8 21.8 22.9 23.9 25.0 650 75 16.6 17.6 18.5 19.5 20.5 21.5
800 70 21.3 22.4 23.5 24.6 25.8 26.9 Ⅲ 650 80 17.7 18.7 19.8 20.8 21.8 22.9
800 75 22.8 24.0 25.2 26.4 27.6 28.8 650 85 18.8 19.9 21.0 22.1 23.2 24.3 Ⅲ
800 80 24.3 25.6 26.9 28.2 29.4 30.7 650 90 19.9 21.1 22.2 23.4 24.6 25.7
900 50 17.1 18.0 18.9 19.8 20.7 21.6 Ⅱ 700 60 14.3 15.1 16.0 16.8 17.6 18.5 Ⅰ
900 55 18.8 19.8 20.8 21.8 22.8 23.8 700 65 15.5 16.4 17.3 18.2 19.1 20.0 Ⅱ
900 60 20.5 21.6 22.7 23.8 24.8 25.9 Ⅲ 700 70 16.7 17.6 18.6 19.6 20.6 21.6
900 65 22.2 23.4 24.6 25.7 26.9 28.1 700 75 17.9 18.9 20.0 21.0 22.1 23.1 Ⅲ
900 70 23.9 25.2 26.5 27.7 29.0 30.2 700 80 19.0 20.2 21.3 22.4 23.5 24.6

倒伏危険域
Ⅰ 倒伏度２を超える確率５～２０％
Ⅱ 倒伏度２を超える確率２０～５０％
Ⅲ 倒伏度２を超える確率５０％以上

倒伏度０ １

２

３

４

低温時の深水管理 



３） 病害虫防除 出穂予想に基づいて適期に実施 

 宮城県病害虫防除所から７／９にいもち病の注意報が発令されています。ほ場

を入念に見回り早期発見・早期防除に努めましょう。 

 紋枯病は，前年に多発したほ場では防除を徹底しましょう。 

 稲こうじ病は，窒素過多で発生が助長されるので追肥の際は注意しましょう。 

 昨年度は斑点米カメムシ類により品質が低下しました。イヌホタルイやノビエ

が残草したほ場では，1 回目の殺虫剤散布を出穂始期～穂ぞろい期に早めまし

ょう。 
表４ 主な病害虫の防除方法，防除時期の目安 

 
 

 
 

◆◆◆◆◆◆◆◆農薬危害防止運動（６月１日～８月３１日）◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

６月から８月にかけて，農作物等の病害虫が発生しやすく，農薬を使用する機会が

最も多くなる時期です。農薬安全対策の不備や不注意等による事故が発生しやすく

なるため，農薬使用による危害防止と環境に配慮した適正な農薬の使用を徹底しま

しょう。 

運動のテーマ 「農薬は  周りに配慮し  正しく使用」 
 

防除方法 防除時期の目安 30日前 20日前 15日前 10日前 5日前 出穂期 穂ぞろい期
穂ぞろい期

10日後

葉いもち 茎葉散布剤
発生が確認されたら

直ちに散布

穂いもち 水面施用剤 出穂30～5日前まで

茎葉散布剤 穂ばらみ期～出穂期

水面施用剤 穂ばらみ期

水面施用剤 出穂20～10日前まで

畦畔の草刈り 出穂期10日前まで

殺虫剤×2
穂ぞろい期と

その7～10日後 1回目 2回目

病害虫

防除時期

防除時期

防除時期

草刈り時期

稲こうじ病

いもち病

斑点米カメムシ類

防除時期

紋枯病

防除時期

東北地方 1 か月予報 

（７月１０日から８月９日までの天候見通し） 

仙台管区気象台 発表※抜粋 

＜向こう１か月の気温，降水量，日照時間の各階級の確率（％）＞ 

                                      低い(少ない)  平年並  高い（多い） 

  【気   温】 東北地方             １０    ３０    ６０ 

   【降 水 量】  東北地方            ３０    ４０    ３０ 

   【日照時間】  東北地方            ３０    ４０    ３０ 

＜気温経過の各階級の確率（％）＞     低い      平年並     高い 

  １ 週 目  東北地方             １０    ２０    ７０ 

   ２ 週 目   東北地方              １０    ３０    ６０ 

   ３～４週目  東北地方                ３０    ４０    ３０ 


